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①
櫛く
し
し
ろ
か
ひ
め

代
賀
姫
神
社

　

最
初
に
訪
ね
た
い
の
は
、
益
田
川
河
口

の
東
側
に
位
置
す
る
櫛
代
賀
姫
神
社
で

す
。
益
田
氏
も
崇
敬
し
、
本
殿
の
一
部
に
は

1
5
8
4
年
に
益
田
家
が
再
建
し
た
際
の

部
材
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
見
ど
こ
ろ
は
、
境
内
か
ら
の

益
田
平
野
の
眺
望
で
す
。
こ
こ
か
ら
中
世
益

田
の
繁
栄
の
背
景
と
な
っ
た
地
形
を
一
望
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

中
世
の
益
田
平
野
は
、
高
津
川
が
益
田
川

に
合
流
す
る
よ
う
に
流
れ
て
い
た
こ
と
と

砂さ

す州
の
発
達
に
よ
り
、
湖
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
地
形
は
日
本
海
の
強
風
と

荒
波
を
避
け
る
天
然
の
良
港
と
い
え
、
沿
岸

に
多
く
の
港
町
が
成
立
し
、
中
世
の
益
田
は

交
易
に
よ
り
繁
栄
し
ま
し
た
。

《
滞
在
時
間
》
約
20
分

《
駐
車
場
》
あ
り

  

バ
ス
：
石
見
交
通
バ
ス
久
城
線〈
久
城
行
〉

　
　
　

 

久
城
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
5
分

  

自
転
車
：
益
田
駅
か
ら
約
20
分

②
福ふ
く
お
う
じ

王
寺
、
③
中な
か
ず須

東ひ
が
し
は
ら原

遺
跡

　

久
城
の
台
地
を
降
り
て
、
福
王
寺
を
訪
ね

ま
し
ょ
う
。
境
内
の
巨
大
石
造
物
は
、
瀬
戸

内
海
や
日
本
海
を
通
じ
た
交
易
を
物
語
り
ま

す
。墓
地
に
向
か
う
と
砂
丘
に
な
っ
て
い
て
、

こ
の
砂
丘
が
強
風
か
ら
港
町
を
守
っ
て
い
ま

し
た
。
砂
丘
の
南
側
が
中
須
東
原
遺
跡
で
、

中
世
の
港
町
の
構
造
や
交
易
の
様
子
を
伝
え

る
全
国
的
に
も
希
有
な
遺
跡
で
す
。

《
滞
在
時
間
》
約
30
分

《
駐
車
場
》
中
須
東
原
遺
跡
に
あ
り
ま
す

  

自
転
車
：
櫛
代
賀
姫
神
社
か
ら
約
5
分

④
中ち
ゅ
う
せ
い
い
ま
い
ち

世
今
市
遺
跡
、
⑤
大た
い
き
あ
ん

喜
庵

　

中
世
今
市
遺
跡
は
、
今
市
川
沿
い
に
成
立

し
た
港
町
の
遺
跡
で
す
。
現
在
の
町
並
み
か

ら
も
、
短
冊
状
の
地ち
わ
り割
や
、
川
に
降
り
る
た

め
の
道
の
痕
跡
な
ど
、
中
世
の
港
町
の
様
子
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
喜
庵
の
前
身
の
東と
う

光こ
う

寺じ

は
、
雪
舟
が
晩
年
を
過
ご
し
た
寺
で
す
。

《
滞
在
時
間
》
約
30
分

《
駐
車
場
》 

⑥
市
立
雪
舟
の
郷
記
念
館
の
駐
車

　
　
　
　

 

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

  

自
転
車
：
中
須
東
原
遺
跡
か
ら
約
10
分

　
　
　
　

  

益
田
駅
か
ら
約
15
分

★
中
世
港
町
コ
ー
ス

①
櫛
代
賀
姫
神
社
→
②
福
王
寺
→
③
中
須
東

原
遺
跡
→
④
中
世
今
市
遺
跡
→
⑤
大
喜
庵

《
所
要
時
間
》
益
田
駅
か
ら

　

車
：
約
2
時
間

　

自
転
車
：
約
2
時
間
30
分

日
本
遺
産
の
ま
ち
益
田
を

　
　
　
　
　
　
歩
い
て
み
よ
う

　

今
か
ら
8
0
0
～
4
0
0
年
前
の
中
世
と

い
う
時
代
の
益
田
を
テ
ー
マ
と
し
た
ス
ト
ー

リ
ー
「
中
世
日
本
の
傑
作　

益
田
を
味
わ
う 

―
地
方
の
時
代
に
輝
き
再
び
―
」
が
、
令
和

2
年
6
月
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
遺
産
は
、
複
数
の
構
成
文
化
財
か
ら

成
り
立
っ
て
い
て
、
そ
れ
ら
か
ら
浮
か
び
上

が
る
地
域
の
歴
史
的
な
魅
力
や
特
色
を
体
験

す
る
こ
と
が
そ
の
楽
し
み
方
で
す
。

　

本
特
集
で
は
、
市
内
の
構
成
文
化
財
を
訪

ね
、
益
田
の
歴
史
的
な
魅
力
と
特
色
を
体
験

で
き
る
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
文
化
財
に
つ
い

て
は
、
広
報
ま
す
だ
令
和
2
年
9
月
号
か
ら

連
載
し
て
い
る
「
日
本
遺
産
の
ま
ち
益
田
の

歩
き
方
」
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ

ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中世港町エリア　　　　サイクリングコース　Ｐ駐車場

至 

浜
田

至 

浜
田

至
広
島

至 

萩

至 

津
和
野
・
山
口

久城バス停

福王寺口バス停

益田市観光協会
レンタサイクル

①

②
③

④
⑥
⑤

Ｐ

Ｐ

今市バス停

益田駅

至 津和野・山口

Ｐ

中
世
港
町
エ
リ
ア
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こ
の
エ
リ
ア
は
歩
い
て
ま
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

《
益
田
駅
か
ら
の
所
要
時
間
》

　

車
：
約
5
分

　

自
転
車
：
約
15
分

　

バ
ス
：
約
10
分
（
１
時
間
に
4
～
5
本
）

①
七な
な
お
じ
ょ
う

尾
城
跡

　

益
田
氏
の
本
城
で
す
。
本
丸
な
ど
か
ら
城

下
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
然
地
形

を
活
か
し
た
堅
固
な
山
城
の
た
め
、
ご
自
分

の
体
力
に
あ
わ
せ
て
登
り
ま
し
ょ
う
。

《
滞
在
時
間
》
約
50
分

②
妙み
ょ
う
ぎ
じ

義
寺
、
③
暁き
ょ
う
お
ん
じ

音
寺
、
④
右
田
本
店
酒
蔵

　

妙
義
寺
か
ら
北
北
東
方
向
へ
伸
び
る
道

と
、
七
尾
城
跡
と
三
宅
御
土
居
跡
を
つ
な
ぐ

道
は
、
中
世
城
下
の
基
準
線
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
暁
音
寺
前
の
交
差
点
は
か
つ
て

「
鍵か
ぎ

曲ま
が

り
」
と
い
う
特
徴
的
な
構
造
を
し
て

い
ま
し
た
。
現
在
は
、
路
面
標
示
に
そ
の
痕

跡
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

　

上
市
か
ら
下
市
の
弧
を
描
く
よ
う
な
道
と

右
田
本
店
酒
蔵
は
、
中
世
の
市
が
益
田
川
に

沿
っ
て
立
っ
て
い
た
こ
と
の
名
残
で
す
。

《
滞
在
時
間
》
約
30
分

⑤
三み
や
け宅
御お

ど

い
土
居
跡

　

益
田
氏
の
館
の
跡
で
す
。
そ
の
す
ご
さ
を

体
感
で
き
る
の
が
土ど
る
い塁

で
、
東
側
土
塁
の
北

★
中
世
寺
社
コ
ー
ス
・
約
２
時
間

　

中
世
益
田
の
文
化
を
象
徴
す
る
寺
社
を
ま
わ

り
ま
す
。
中
世
の
建
造
物
の
ほ
か
、
2
つ
の
雪

舟
庭
園
が
あ
り
ま
す
。

⑥
萬
福
寺
→
⑦
染
羽
天
石
勝
神
社
→
⑧
医
光
寺

★
中
世
城
下
コ
ー
ス
・
約
３
～
４
時
間

　

中
世
城
下
の
地
形
を
歩
い
て
理
解
す
る
コ
ー
ス

で
す
。
⑥
萬
福
寺
と
⑧
医
光
寺
を
じ
っ
く
り
拝

観
す
る
場
合
の
所
要
時
間
は
約
4
時
間
で
す
。

②
妙
義
寺
→
③
暁
音
寺
→
④
右
田
本
店
酒
蔵
→

⑤
三
宅
御
土
居
跡
→
⑥
萬
福
寺
→
⑦
染
羽
天
石

勝
神
社
→
⑧
医
光
寺

★
中
世
堪
能
コ
ー
ス
・
約
4
～
5
時
間

　

中
世
城
下
コ
ー
ス
の
最
初
に
①
七
尾
城
跡
に

登
り
ま
す
。
各
構
成
文
化
財
も
じ
っ
く
り
拝
観
・

見
学
し
ま
し
ょ
う
。

側
か
ら
だ
と
大
き
さ
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
東
に
向
か
う
と
水
路
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
水
路
は
、
萬
福
寺
の
あ
た
り
で
益

田
川
か
ら
取
水
し
、
三
宅
御
土
居
跡
北
側
の

地
域
を
灌か
ん
が
い漑

し
、
乙お
と
よ
し吉

や
今
市
ま
で
続
き
ま

す
。
益
田
氏
が
農
業
用
水
を
押
さ
え
る
場
所

に
館
を
構
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

《
滞
在
時
間
》
約
30
分

⑥
萬ま
ん
ぷ
く
じ

福
寺

　

1
3
7
4
年
創
建
の
本
堂
、
雪
舟
が
築
い

た
庭
園
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
中
世
以
来
の

文
化
財
を
所
蔵
す
る
、
中
世
益
田
の
粋
を
集

め
た
よ
う
な
寺
院
で
す
。

《
滞
在
時
間
》
約
30
分

⑦
染そ
め
は羽
天あ
め
の
い
わ
か
つ

石
勝
神
社

　

益
田
氏
が
「
地
域
根こ
ん
ぽ
ん本

大
社
」
と
し
て
大

切
に
し
た
神
社
で
、本
殿
は
1
5
8
3
年
に

再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。

《
滞
在
時
間
》
約
20
分

⑧
医い
こ
う
じ

光
寺

　

医
光
寺
を
訪
れ
た
ら
、
ま
ず
は
入
口
の
総
門

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
か
つ
て
七
尾
城
の
大
手

門
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
堂
々
と
し
た
門
で
す
。

雪
舟
が
築
い
た
庭
園
は
も
ち
ろ
ん
、
開か
い
さ
ん
ど
う

山
堂
に

あ
る
仏
像
な
ど
も
必
見
で
す
。

《
滞
在
時
間
》
約
30
分

　　　中世寺社コース
中世堪能コース　Ｐ駐車場

中世城下コース中世城下エリア　

【レンタサイクル・観光案内】
スポーツタイプ：3 時間 1,000 円～　1 日 2,000 円～   ※保証料 1,000 円
シティータイプ：3 時間 300 円（電動自転車は 500 円） ※以後 1 時間ごとに 100 円
利用時間　9：00 ～ 17：00　　定休日　年末年始
申   問   一般社団法人益田市観光協会（駅前町 17-2　益田駅前ビル EAGA1 階）
　　　 ☎ 22-7120　 23-1232　 info2@masudashi.com

　特集 ❖ 日本遺産のまち益田の歩き方 ❖ 

⑥
萬
福
寺
・
⑧
医
光
寺

《
拝 

観 

料
》	

一
般
5
0
0
円
、高
校
生
3
0
0
円

	

中
学
生
以
下
無
料

	

※
団
体
割
引
あ
り

《
受
付
時
間
》
8
：
30
～
17
：
30

	

※
冬
期
は
17
：
00
ま
で

中
世
城
下
エ
リ
ア

益田本町バス停

医光寺前バス停
至 

広
島

⑧⑦

⑥

⑤

③

①②

④

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

至 益田駅

泉光寺

土塁見学ポイント
↓

上市

下市

中市

至 浜田
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都
茂
鉱
山
が
中
世
に
も
稼
働
し
て
い
た
こ

と
を
証
明
す
る
の
が
大
年
ノ
元
遺
跡
で
、
中

世
に
銅
精
錬
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

《
滞
在
時
間
》
約
１
時
間

★
中
世
美
都
コ
ー
ス

①
神
宝
山
八
幡
宮
と
東
仙
道
の
遺
跡
群
→
②

大
年
ノ
元
遺
跡
→
③
都
茂
鉱
山
跡
→
④
美
都

温
泉
「
湯
元
館
」
→
⑤
道
の
駅 

サ
ン
エ
イ
ト

美
都

《
所
要
時
間
》 

益
田
駅
か
ら
・
入
浴
含
む

　

車
：
約
4
時
間

　

自
転
車
：
約
8
時
間

⑧
表
匹
見
峡

　

匹
見
の
渓
谷
美
・
匹
見
峡
は
、
前
、
表
、

裏
、
奥
の
4
カ
所
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
表

匹
見
峡
は
、県
道
3
0
7
号
を
匹
見
の
中
心

部
か
ら
道
の
駅
匹
見
峡
に
向
か
う
途
中
に
あ

り
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
に
入
ら
ず
に
、
旧
道
を

進
み
ま
し
ょ
う
。
裏
匹
見
峡
、奥
匹
見
峡
は
、

徒
歩
で
の
散
策
と
な
り
ま
す
。

《
滞
在
時
間
》
前
匹
見
峡
：
約
10
分

　
　
　
　
　

  

表
匹
見
峡
：
約
30
分

★
中
世
匹
見
コ
ー
ス

⑥
ウ
ッ
ド
パ
ー
ク
→
⑦
匹
見
峡
温
泉
や
す
ら

ぎ
の
湯
→
⑧
表
匹
見
峡
→
⑨
道
の
駅 

匹
見
峡

《
所
要
時
間
》
益
田
駅
か
ら
・
入
浴
含
む

　

車
：
約
4
時
間

　

自
転
車
：
約
8
時
間

　

バ
ス（
⑥
⑦
の
み
）：
約
4
時
間

　

美
都
エ
リ
ア
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
益
田

氏
が
本
拠
を
置
い
た
東
仙
道
地
区
と
、
銅
や

銀
を
産
出
し
て
中
世
益
田
の
交
易
を
支
え
た

都
茂
鉱
山
跡
の
あ
る
都
茂
地
区
、
そ
し
て
、

道
の
駅
や
温
泉
が
あ
る
二
川
地
区
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
神し
ん
ぽ
う
ざ
ん

宝
山
八
幡
宮
と
東
仙
道
の
遺
跡
群

　

鎌
倉
時
代
後
期
の
益
田
氏
は
東
仙
道
に
本

拠
を
置
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
東
仙
道
に
は
官か
ん
が衙（

古
代
国
家
の
役
所
）

が
あ
っ
た
よ
う
で
、
東
仙
道
公
民
館
周
辺
に

そ
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
国こ
く
が衙

（
古
代
国
家

の
国
支
配
の
役
所
）
の
役
人
を
出
自
と
す
る

益
田
氏
に
と
っ
て
、
拠
点
と
し
や
す
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
小
原
か
ら
の
出
口
の
あ
た
り

に
当
時
の
益
田
氏
の
館
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

神
宝
山
八
幡
宮
は
、
益
田
氏
が
大
切
に
し

た
神
社
で
、
氏
神
・
御み
か
も
と

神
本
大
明
神
も
合ご
う
し祀

さ
れ
て
い
ま
す
。

《
滞
在
時
間
》
約
１
時
間

②
大お
お
と
し年
ノの
も
と元
遺
跡
、
③
都
茂
鉱
山
跡

　

都
茂
鉱
山
は
、
8
8
1
年
に
発
見
さ
れ
、

1
9
8
7
年
に
閉
山
す
る
ま
で
、
1
千
年
以

上
の
歴
史
を
誇
り
ま
す
。
地
元
の
都
茂
地
区

直ち
ょ
く
し
ん進

会
が
鉱
山
跡
の
管
理
を
ま
か
さ
れ
て

い
て
、
活
用
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
間ま

ぶ歩
や

坑
道
の
跡
、
鉱
山
で
働
く
人
々
が
信
仰
し
た

神
社
跡
な
ど
を
見
学
で
き
ま
す
。

美都エリアおよび匹見エリア
　　 中世美都コース　　　　中世匹見コース

至 

萩

至 

広
島

至 津和野
山口

県
道

30
7号

至 浜田

④

⑨

⑧

⑥
⑦

③

②

① ⑤

④
美
都
温
泉
「
湯
元
館
」

　

営 

8
：
00
～
21
：
00
（
最
終
受
付
20
：
30
）

　

休 

水
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
営
業
）

⑤
道
の
駅 

サ
ン
エ
イ
ト
美
都

　

営 

9
：
00
～
19
：
00

　

休 

火
曜
日

⑦
匹
見
峡
温
泉
や
す
ら
ぎ
の
湯

　

営 

11
：
00
～
20
：
00
（
最
終
受
付
19
：
00
）

　

休 

月
・
火
曜
日

　

 　
（
祝
日
の
場
合
は
営
業
、
翌
平
日
休
み
）

⑨
道
の
駅 

匹
見
峡
・
出
合
の
里
み
ち
か
わ

　

営 

8
：
00
～
17
：
00

　

休 

１
月
１
日
～
3
日

営 

営
業
時
間　

休 

定
休
日

　

匹
見
エ
リ
ア
で
は
、
山
々
の
豊
か
さ
と
匹

見
川
の
美
し
さ
を
体
験
で
き
ま
す
。
温
泉
や

道
の
駅
も
あ
り
ま
す
。

⑥
ウ
ッ
ド
パ
ー
ク
（
匹
見
上
公
民
館
）

　

ウ
ッ
ド
パ
ー
ク
に
は
、
文
化
財
コ
ー
ナ
ー

の
ほ
か
、匹
見
の
歴
史
に
関
す
る
書
籍
、木
工

製
品
や
山
間
地
産
業
に
使
わ
れ
た
道
具
、
匹

見
の
森
に
暮
ら
す
動
物
の
は
く
製
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
お
り
、
匹
見
や
そ
の
山
間
地
産
業

の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
滞
在
時
間
》
約
30
分
～
１
時
間

【都茂鉱山のご案内】
都茂地区直進会　☎ 52-2533（常磐屋）
※�対応できない場合もありますので、事前に連絡をお願いします。

美
都
エ
リ
ア

匹
見
エ
リ
ア
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好
評
い
た
だ
い
て
い
る
武
将
カ
ー
ド
で
す

が
、
昨
年
10
月
に
国
土
交
通
省
の
庭
園
間
交
流

連
携
促
進
計
画
（
ガ
ー
デ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
に
、

益
田
市
な
ど
雪
舟
に
ゆ
か
り
の
あ
る
6
市
に
よ

る
「
雪
舟
回
廊
」
が
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
記
念

し
、
雪
舟
と
島
根
、
山
口
に
ゆ
か
り
の
あ
る
武

将
カ
ー
ド
6
枚
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

益
田
市
の
萬
福
寺
、
医
光
寺
、
市
立
雪
舟
の

郷
記
念
館
、
山
口
市
の
常じ
ょ
う
え
い
じ

栄
寺
、
瑠る
り
こ
う
じ

璃
光
寺
資

料
館
、
防
府
市
の
毛
利
博
物
館
・
毛
利
氏
庭
園

の
6
カ
所
で
そ
れ
ぞ
れ
１
枚
ず
つ
、
各
寺
院
・

施
設
ゆ
か
り
の
武
将
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

雪
舟
の
足
跡
や
代
表
作
に
思
い
を
は
せ
な

が
ら
、
ぜ
ひ
集
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

益
田
市
の
日
本
遺
産
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が

コ
ン
テ
ス
ト
に
よ
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

選
ば
れ
た
の
は
、
株
式
会
社
フ
タ
バ
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
・
和
田
好
恵
さ
ん
が
デ
ザ
イ

ン
し
た
も
の
で
、
中
世
か
ら
現
代
へ
の
時

の
川
を
旅
す
る
舟
が
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

和
田
さ
ん
か
ら
は
、「
時
と
川
の
流
れ
を

意
識
し
て
作
成
し
ま
し
た
。
益
田
に
来
ら

れ
る
方
々
に
中
世
を
体
験
し
て
ほ
し
い
。」

と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

益
田
の
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
観
光
拠

点
づ
く
り
実
行
委
員
会

担
当
：
市
文
化
財
課　

☎
31
・
0
6
2
3

ロゴマーク発表の様子
（�右から、株式会社フタバ  平坂代表取締役、和田

さん、山本市長、益田の歴史文化を活かした観光
拠点づくり実行委員会  右田会長）

オリジナルロゴマーク（モノクロ版）　
カラー版は 32 ページに掲載しています。

カードは、益田氏、大内氏、毛利氏の６枚

山口市と防府市のカード配布場所

山口県山口市 山口県防府市

毛利博物館・
毛利氏庭園

瑠璃光寺
資料館

常栄寺★

★ ★


